
部会名 防災減災部会 会議名

日付 令和6年2月16日 場所 鶴嶺東コミセン 記入者 浦賀 伸幸

＜主な内容＞

 議題１ 令和5年度合同防災訓練について

・鶴嶺東地区まちぢから協議会防災減災部会合同防災訓練報告書（最終版）を配付した。

        課題となる意見「地域住民の参加人数をもっと増やしたい」

・R5鶴嶺東地区防災訓練報告書（参加者総勢５９６名）を茅ヶ崎市に提出した。

 議題2 令和６年度の防災訓練日程案について

・合同防災訓練の予定日を、令和６年１０月２７日（日）とする。

  開催条件「茅ヶ崎市の防災イベントと重ならないようにする」「３連休期間を外す」

 議題3 その他

・来年度の防災減災部会の役員について 

       防災減災部の部会⾧と副部会⾧は、西久保自治会から選出する。

    防災減災部書記は、サニータウンから選出する。

・運営項目について

  年間スケジュール「学校との調整や手続きを考慮すると６月には訓練概要を確定する」

  新体制は、次回防災減災部会開催予定の４月１９日までに確立する。

・合同防災訓練に関する考察

 (1) 意見（課題）

       ①避難訓練への参加人数が少なかった（住民の３％程度）ことから、周知活動が必要。

  ②物足りなさの感想があり、避難所における訓練メニューの充実化が必要である。

  ③訓練内容の高度化（実技訓練、防災知識の修得）を求める声があった。

  ④避難所を運営する側として、住民（避難者）を受け入れる訓練は必要である。

  ⑤マンションの住民も、避難所での訓練に参加できる機会を設ける必要がある。

       ⑥市役所、まちぢから協議会、自治会が連携して動くための訓練が必要である。

   (2）今後の進め方について

 ・合同訓練だけでなく、地域特性を踏まえた自治会独自の防災訓練も企画、実施していく。

 ・能登半島地震で指摘された「水とトイレの確保」の訓練を強化したい、という意見あり。

 ・防災活動従事者の高齢化対策としても、地域住民への啓蒙活動の重要性を共有した。

 ・訓練の事前説明会を地域毎に開催したことで、参加率を向上できた事例を共有した。

 ・炊き出し訓練を実施することで、地域住民の参加率を向上できた事例を共有した。

 ・風水害の事前避難計画を住民と検討できるイベントを開催したい、という意見あり。

 ・「みんなの防災展」の紹介、夜間災害対策本部設営の事例を共有した。

 ・西久保自治会のトランシーバーチャンネルは 25へ 変更した。（15は発信専用のため）

以上

＜次回の予定・内容＞

令和6年4月19日（金） 

出席者：
高橋 夏木（矢畑）、 吉野 浩二（矢畑）、  浦賀 伸幸（西久保）

森谷 義明（円蔵）, 小室 喜久雄（民生委員 矢畑）、 石井 浩（西久保）

粕谷 勉（浜之郷）、 浪越 哲也（浜之郷）、 内藤 一夫（下町屋）

杉村 一憲（TBS)、 吉原 弘子（TBS)、 岩田 明（サニータウン）

入沢 孝（ホームタウン）、 嵩 比呂志（ホームタウン）、 坪井 一樹（アイランズ）

尾坂 清（鶴嶺東コミセン）、

清水（市民自治推進課）

 出席者計：17名（敬称略） 順不同

鶴嶺東地区まちぢから協議会会議報告書 
第8回会議


